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あ い さ つ 

 

              佐藤清明資料保存会会長 加藤 泰久 

 

 早いもので、もう１年がたちます。 今年の夏は特に暑く、連日のように熱中症警戒ア

ラートが発令されました。体調を崩される方も多く、日常生活に大きな影響を及ぼしまし

た。つい先日まで紅葉が見ごろでしたが、１２月の中旬を過ぎてから、ようやく例年通り

の寒気が入ってきました。ここ数年来、確実に気候の変化を肌で感じています。 

今年を振り返ってみますと、５月には天皇皇后両陛下ご臨席のもと、岡山県で全国植樹

祭が盛大に開催されました。会場では「菊桜」が皇后陛下により植樹され、大変感激いた

しました。この植樹祭に併せて、幼稚園、小・中学校等町内８か所に菊桜の記念植樹をし

ました。これからの成長が楽しみです。９月には「公益財団法人日本さくら会」から、さ

くら功労者として「佐藤清明資料保存会」が受賞の栄に浴することができました。これも

会員皆様のこれまでの取り組みのお陰と感謝を申し上げます。その折に、同じく受賞され

た石川県の氣多（けた）大社の「氣多の白菊桜」を知る機会があり、あらためて種の多様

性を感じたところです。１０月には皇居東御苑の桜の島で「菊桜」を確認することができ

たので、開花の季節に訪れてみたいと思っています。１１月には全国の町村の中で、里庄

町と共通の課題を抱える小規模自治体の町村長の研修会がありました。そこで高知県佐川

町長と名刺交換をした際に、名刺に「牧野博士のふるさと」と書いてありましたので、牧

野博士と佐藤清明さんの関係について話をすることができました。佐川町長からはNHK番

組「らんまん」の撮影時の話などをお聴きすることができました。今後、何か交流の機会

があれば新しい発見があるかもしれません。 

今年も、会員皆様のご協力と活動により実り多いものとなりましたことに心から感謝申

し上げます。来る２０２５年が会員皆様を始め、町民の皆様にとりまして健康で明るいも

のとなりますようお祈りいたしますとともに、引き続き、佐藤清明資料保存会に対して、

ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

佐藤清明資料保存会は、「日本さくらの会」から、「さく 

ら功労者」として表彰されました。令和６年9月16日、加藤泰 

久会長が授賞式に出席いたしました。 

同会は。1964年東京オリンピックを記念して、「さくら」 

の愛護、保存、育成、普及等を目的として設立された公益財 

団法人で、「さくら」の植樹や愛護、「さくら」名所の保全、

名木・巨木保存、「さくら」を通じた国際親善活動等を行っ 

ています。 

（写真：表彰状を手にする稲田多佳子副会長・生宗脩一名誉会長 
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調査報告 

虚空蔵山の植物 ～旧里庄美しい森を中心に～ 

 

理事 岡本泰典 

はじめに 

 佐藤清明が初代会長を務めた岡山県植物研究会の会誌第１号（1982年３月）に、佐藤と安原清隆

の連名による「県南里庄町の湿原フローラ」という報告が掲載されている（註１）。当時、里庄町

内３か所に存在した湿原に生育する植物の目録と解説からなり、簡潔な報告ではあるが当時の湿原

植生を知る上で貴重な情報源である。 

 佐藤清明資料保存会植物分科会では、佐藤らが調査した場所のひとつ、虚空蔵山の旧里庄美しい

森（以下、「旧」を略）に着目し、前回調査から40年を経て現地の植生にいかなる変化が生じたか

という問題意識に基づき、2021年から2024年まで現地調査を実施してきた。本稿は筆者が代表し

てその成果を紹介するもので、2024年10月19日の「清明を読む会」における筆者の発表資料に加筆

・修正して作成した。 

 

虚空蔵山と美しい森の概要 

 虚空蔵山は、里庄町と笠岡市・浅口市の境界に位置する標高262ｍの丘陵である（図１）。地質

は近隣の応神山や毛野無羅山と同じく中生代白亜紀の花崗岩からなる（註２）。花崗岩は深層風化

によって粗粒な真砂土となり、栄養分の乏しい土壌が形成されている。 

 虚空蔵山の歴史については文献資料が少ないが、ここでは戦後の変遷をたどってみたい。1947年

（昭和22年）の航空写真では、樹木はまばらで山肌が露出した部分が多い（註３）。その後は森林

が回復していくが、1970年（昭和45年）２月18日の山火事で約120ヘクタールを焼失した。1975年

（昭和50年）頃から松くい虫予防剤の散布が始まり、2018年（平成30年）６月まで継続した。昭和

50年代以降、各種の開発が盛んとなり、1980年（昭和55年）から1982年（昭和57年）に虚空蔵公

園の整備、1978年（昭和53年）から林道虚空蔵山清水線の工事が始まり1982年（昭和57年）３月

に開通した。1993年（平成５年）に、南向き尾根筋に立地する鳶尾城跡に銀寿観音が建立された。

1995年（平成７年）には「里庄美しい森」が完成し、遊歩道、ビジターセンター、キャンプ場など

が整備されたが、利用者の減少により2019年（平成31年）3月末をもって閉鎖された。 

今回、植物調査を行った美しい森は、北向きの谷筋に並ぶ溜め池群の周囲、標高200～240ｍの位

置に造成されている。溜め池の名称は北から順に池口長惣下池、池口長惣上池、長惣下池、長惣中

池、長惣上池である。これらの池の築造年代は定かでないが、1895～98年の地形図には既に図示さ

れている（図３・註４。ただし北端の池口長惣下池・上池は一つに描かれている）。南端にある長

惣上池は現在、埋没して湿地（湿原）化している（図４）。 
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虚空蔵山の植生と既往の植物調査 

 虚空蔵山の植生は、山麓部を除く大部分が、植生図に「アカマツ群落」ないしは「ネズ－アカマ

ツ群落」として示されている（註５）。また、美しい森の大部分はアカマツ群落として図示されて

いる。戦前の『浅口郡誌』にも松が繁茂と記録されており（註６）、長年維持されてきたアカマツ

林であるが、近年はマツノザイセンチュウの被害によって衰退傾向が著しく、植生図とは乖離が生

じつつある。山麓にはアベマキ－コナラ群集や竹林、田畑雑草群落などがみられる。 

 虚空蔵山における植物調査は、全域を対象としたものはなく、佐藤の『浅口郡植物誌』（註７）

にも目立った記述はなく、上述のように1982年に佐藤・安原によって「里庄町の湿原フローラ」と

して報告されたものが唯一である。同報告にある里庄町内の３か所の湿原のうち２か所（Ａ・Ｂ）

は虚空蔵山に位置し、Ａは美しい森内の溜め池に相当し、Ｂは鳶尾城跡の麓にある池とされている

。湿原フローラという題目ではあるが、実際には周辺の草地や森林の植物も含まれており、Ａにつ

いてはほぼ、美しい森に相当する区域と考えてよいであろう。以下、この報告に言及する場合はＡ

湿原（美しい森）を指すものとする。この報告では、45科77種の植物が掲載されている。 

 なお、佐藤らの調査の時点で帰化植物が侵入してきており、その原因を1970年の山火事（による

裸地化）に求め、当時行われていた森林公園と林道の造成工事により、将来的に植物相の変化があ

る可能性を指摘している。 

 

調査の方法 

佐藤清明資料保存会植物分科会による今回の調査は、美しい森およびその外周道路沿いを対象に

、真夏と真冬、悪天候時などを除いて、清明研究会開催日の午前に実施し、確認した植物を記録・

撮影・採集するという方法で行った（図５）。現地調査は2021年12月から2024年９月までに12回

実施し、採集した標本の一部は倉敷市立自然史博物館に寄贈している。調査参加者は生宗脩一・伊

藤智行・稲田多佳子・岡本泰典・佐藤健治・佐藤美清・佐藤泰徳・高橋達雄・徳山容・中尾茂男・

西崎康男・安原清隆の12名（50音順）である。また、個々のメンバーによる個人的な調査も随時実

施した。調査は園内の遊歩道沿いを中心に行ったが、厳密に園の敷地内にはこだわっていない。一

方で、池の水中や湿原内部など、立ち入りが困難で十分な調査ができていない場所もある。 

    

植物調査の結果（暫定版） 

 現地調査の結果、62科131種の植物が記録された（一覧表は省略）。これは佐藤・安原報告より

も大幅な増加であるが、調査範囲・回数とも今回のほうが上回っていると考えられるため、単純な

比較は難しい。前項で触れた調査範囲の制約のほか、イネ科・カヤツリグサ科・ホシクサ科など分

類の難しいグループが手薄であること、また全ての植物について専門家による同定を受けていると

は限らないことも明記する。今後も追加調査を行えば、この数値は増加する可能性が高い。 

 以下、美しい森の植生の特徴について判明したことを簡単に列記する。 
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・虚空蔵山全体の傾向と同じく、かつて優勢であったアカマツは減少し、コナラを中心とす 

る落葉広葉樹林が拡大しつつある。 

・土壌が乾燥しがちな花崗岩の真砂土であるため、湿潤な環境を好むシダ植物の種類は少ない。一

方、このような環境を好むコシダ（図６）が多く見られた。 

・アカマツは少なくなっているが、アカマツ林にしばしば伴うコバノミツバツツジや、ツクシハギ

・コガンピ・ワレモコウ・オミナエシ・キキョウ（図７）など、明るく開けた場所を好む低木や

草本が確認された。 

・キャンプ場跡地や池の堤などには、在来の雑草のほかに、前回も記録されているメリケンカルカ

ヤを含め、帰化植物の侵入が確認される。ただし、在来の植物をおびやかすというほどではない

。 

・木本には、植生回復のための植樹に由来する外来種や、在来種であっても植栽に由来する可能性

があるもの（ウバメガシ・ヤマモモなど）が含まれる。 

・長惣上池は、土砂の堆積によって埋没し、小規模な湿原が形成されている。この湿原の成立時期

は明らかでないが、周囲がアカマツの疎林であった時期に、貧栄養の真砂土が流入することで形

成されたのであろう。湿原内には県南部では少ないオオミズゴケや、食虫植物（モウセンゴケ・

イシモチソウ・ミミカキグサ・ホザキノミミカキグサの４種）も含めた各種の湿地性植物が少な

いながらも生育し、世界最小のトンボであるハッチョウトンボも生息している。 

・岡山県レッドデータブック（註８）掲載種は、サギソウ・ミズトンボ・イシモチソウ（図８）の

３種（いずれも準絶滅危惧）で、長惣上池の湿原とその周辺で見つかった。なお、筆者は1982年

の春に、美しい森に相当する場所でエヒメアヤメ（県RDBで絶滅危惧Ⅰ類）を目撃している。そ

の後は記録がなく絶滅した可能性が高い。 

 前回調査時に比べて最も顕著な変化と考えられるのはアカマツ林の衰退と、コナラなどの落葉広

  

葉樹林の拡大であろう（ただし、佐藤・安原報告では森林の樹種については言及がない）。湿原

の植物については、前回の報告にある種で確認できなかったものがある一方、新たに確認できたも

のもあった。食虫植物は前回と同じく４種が確認できた。湿原の植物は意外と残っていたという印

象であるが、カキラン・トキソウ・サワギキョウといった美しい花を咲かせる湿地性植物が見られ

なかったのは残念である。 

 今後、美しい森が再整備されずこのまま推移するなら、アカマツ林の衰退と落葉広葉樹林の拡大

、そしていずれは常緑広葉樹林へという植生遷移に伴って、明るい開けた場所を好む植物は徐々に

衰退していくと予想される。これはまた、陽地を好むものが多い帰化植物も衰退していくであろう

ことも意味している。一方、湿潤な場所を好むシダ植物などは増加していく可能性が高い。湿原に

ついても、周辺の森林化に伴って内部の乾燥化と富栄養化が進み、現在の植生が徐々に変化してい

くことが予想される。 
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おわりに 

 今回の調査は、専門家を含まないメンバーによる、虚空蔵山の中でも美しい森というごく一部の

区域を対象にしたものにすぎない。その制約の中ではあるが、結果として県内の一般的な傾向と同

じく、アカマツ林から落葉広葉樹林へという植生の変化、また湿原には食虫植物を含む特徴的な植

物が残存していること等が確認でき、一定の成果はあったと考える。今後は専門家による現地調査

と過去の標本調査を含めた、より精密な植生調査の実現を望みたい。 

 結びにあたり、３年近くに及んだ現地調査を遂行された佐藤清明資料保存会植物分科会の皆様、

また清明を読む会での発表に際し多数の植物写真をご提供いただいた徳山容氏に篤く感謝申し上

げる。 

 

註 

（１）佐藤清明・安原清隆1982「県南里庄町の湿原フローラ」『岡山植物研究会会誌』第１号 

（２）産業技術総合研究所地質調査総合センター「地質図Navi」https://gbank.gsj.jp/geonavi/ 

（３）国土交通省国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」 

https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1 
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図１ 虚空蔵山遠景             図２「美しい森」周辺の空中写真（2007 
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図３ 美しい森周辺の地形（左は1895～98年、右は現在。註４より） 

 

 

図４ 長惣上池の湿地                              図５ 植物調査の様子 

図６ コシダ（徳山容氏撮影）       図７ キキョウ（徳山容氏撮影 

 

図８ イシモチソウ（徳山容氏撮影） 
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資料① 地元紙「山陽新聞」に掲載された｢菊桜保存育成活動｣にかかる紹介記事と 

読者投書欄「ちまた」に寄せられたメッセージ 

＜記事＞ 

掲 載 日       見出し・キーワード等     取 材 対 応 

 
2022.5.15. 菊桜に愛着持って 里庄出身の博物学者 佐藤氏ゆかり顕彰団体 

が保存会 24年植樹祭で皇后様お手植え 

生宗脩一・佐藤健治 

髙橋達雄・西崎康男 

2022.12.11 菊桜に関心深めて  岡山大の案内看板更新 佐藤健治・徳山 容 

生宗脩一 

2023. 8.12. 

 

菊桜 岡山と皇室結ぶ  六高から里庄へ 住民ら守り育てる 

「岡山県立博物館特別展 池田厚子さんゆかり菓子器の「お印」 

佐藤健治・生宗脩一 

佐藤美清 

2024. 2. 2. 

 

菊桜 学校や公園に植栽 地元出身博物学者佐藤清明氏ゆかり 

全国植樹祭へ 町内8ヵ所 

町長・里庄東小学校長 

児童代表2名 

2024. 4.22. 

 

気品漂う菊桜見頃 地元出身学者 佐藤氏ゆかり 

 

生宗脩一・佐藤健治 

髙橋達雄 

2024. 5. 6. 

 

植菊桜知って 里庄出身･博物学者佐藤清明さん保護尽力 

地元グループ 「冊子・リーフレット」作成 

徳山 容・小野礼子 

稲田多佳子・髙橋達雄 

2024. 8.24. 

 

両陛下お手植え苗木の定植地決定  県総合グランド、県北３市へ 

「全国植樹祭岡山県実行委員会」 

 

 

2024.11.13 

 

植樹祭で両陛下お手植え苗木を市長ら定植 蒜山 

※ヒノキ・キクザクラ 

 

 

＜投書欄「ちまた」メッセージ＞ 

2024. 8.24. ちまた欄縁 菊ザクラ出合え感謝 岡山市 44 歳女性 

2024.11.13. 亡父広めていた菊桜知って 井原市 69歳女性 

 

資料② 第 74 回全国植樹祭天皇皇后両陛下お手植え苗木の定植地等 

 

 

 

 

                       (資料ご提供：全国植樹祭岡山県実行委員会事務局) 

＜編集後記＞ 
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               佐藤清明顕彰特設サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲 載 日       見出し・キーワード・担当記者名     取 材 対 応 

2022.5.15. 

 

菊桜に愛着持って 里庄出身の博物学者 佐藤氏ゆかり顕彰団体

が保存会 24年植樹祭で皇后様お手植え 

生宗脩一・佐藤健治 

髙橋達雄・西崎康男 

2022.12.11 

 

菊桜に関心深めて  岡山大の案内看板更新                    

里庄出身博物学者 佐藤清明氏ゆかり（松山慎二） 

佐藤健治 徳山 容 

生宗脩一 

2023. 8.12 

 

菊桜 岡山と皇室結ぶ  六高から里庄へ 住民ら守り育てる    

岡山県立博物館特別展 池田厚子さんゆかり菓子器の「お印」  

佐藤健治・生宗脩一 

佐藤美清 

2024. 2. 2. 

 

菊桜 学校や公園に植栽 地元出身博物学者佐藤清明氏ゆかり   

全国植樹祭へ町内8ヵ所（松山慎二） 

町長・里庄東小学校長 

児童代表 

2024. 4.22 

 

気品漂う菊桜見頃 地元出身学者 佐藤氏ゆかり 生宗脩一・佐藤健治 

髙橋達雄 

2024. 5. 6. 

 

菊桜知って 里庄出身･博物学者佐藤清明さん保護尽力       

地元グループ 「冊子・リーフレット」作成 

徳山 容・小野礼子 

稲田佳世子・髙橋達雄 

2024. 4.22 

 

気品漂う菊桜見頃 地元出身学者 佐藤氏ゆかり 生宗脩一・佐藤健治 

髙橋達雄 

2024. 5. 6. 

 

植菊桜知って 里庄出身･博物学者佐藤清明さん保護尽力 

地元グループ 「冊子・リーフレット」作成 

 

 

2024. 8.24 

 

両陛下お手植え苗木の定植地決定  県総合グランド、県北３市へ 

「全国植樹祭岡山県実行委員会」 (川中満仁) 

 

 

2024.11.13 

 

植樹祭で両陛下お手植え苗木を市長ら定植 蒜山 

「全国植樹祭岡山県実行委員会」 (中浜汐里) 

 

 

 

2024. 8.24 菊ザクラ出合え感謝 岡山市４４歳女性 

2024.11.13 亡父広めていた菊桜知って 井原市69歳女性 
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